
連合長崎構成組織の組合
員並びにご家族のみなさ
ん、新年明けましておめで
とうございます。皆様には
健やかで気持ち新たなお正
月を迎えられたこととお喜
び申し上げます。
さて、昨年は師走の慌た
だしい中、突然の解散総選
挙により第46回衆議院選挙
が施行され、私たち働く仲
間が支援する民主党は強烈

な逆風により多数の議席を失い政権離脱を余儀なく
されました。長崎県は小選挙区・比例代表合わせて
４議席を失いましたが、比例代表で高木義明の議席
を死守することが出来ました。これはひとえに連合
長崎構成組織の果敢な戦いの結果であり、皆さんの
ご奮闘に敬意を表する次第であります。民主党が失
った信頼を取り戻すことは容易なことではありませ
んが、一度下野することで同じ政治方針を持つ強固
な政党として生まれかわることを切望する次第です。
私たち連合長崎も今回の戦いを教訓とし構成組織の
総意のもと本年夏の参議院選挙に力を結集しなけれ
ばなりません。
２点目は、10月25日に開催しました連合長崎第23

回定期大会で今年度の取組みの重点課題として提起
しましたが、「働くことを軸とする安心社会」の実現
に向けた取り組みについてです。人間は社会の一員
として生活を営む以上、余程の資産家でない限り労
働がともないます。しかし、働くといっても現状で
は格差が大きく、高収入の人がいれば、年収200万以
下の人も全国で1,100万人います。こういう賃金格差
を含めた全ての格差を是正し、全ての労働者が公正
な労働条件のもと、社会的・経済的に自立し、東日
本大震災で成果を上げたように相互に支え合い、さ
らに趣味や特技を生かして新たなことに挑戦できる
ための、社会保障や福祉制度が組み込まれた活力あ
ふれる参加型社会の実現に向け行動しなければなり

―１―

ません。
さらには働くもの全ての処遇改善に向けての取り

組みも不可欠です。
長崎県全体の労働相談の件数は（賃金未払い、休

暇取得の制約、不当差別、セクハラ・パワハラなど）
3,000件を上まわっています。更に年間総労働時間は
３年連続47都道府県で最も長いにも関わらず、年間
所得は45位前後で推移し、人口減少は九州８県で最
も多い状況です。また、労働者の労働組合の組織率
は全国で約18％、長崎県では14％台と低迷し、労働
者の処遇改善や格差是正を求めるうえで大きな声と
して反映できず、なかなか成果を上げられない要因
の一つとなっています。政治は労働組合を敵対視す
る自公政権になりましたが、連合長崎は組織拡大に
向けてもその責任を自覚し、構成組織のみなさんと
ともに行動を起こしていきたいと思います。
皆様の旧に倍するご支援をお願いすると共に、

2013年が希望に満ちた輝かしい一年となりますよう
ご祈念申し上げます。
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新春を迎え、2013年が皆様にとって明るく実りの多い年となるようお祈り申し
上げます。そして、東日本大震災の被災地で復興再生に取り組んでおられる方々、
被災地を離れて避難生活を強いられている方々が、一日も早く穏やかな生活を取
り戻せるよう心より祈念いたします。
今年は、「三つの参加」を進めたいと思います。
まずは、社会への参加です。連合は、わが国が目指すべき社会像として、誰も
が働くことを通じて社会に参加できる「働くことを軸とする安心社会」を提起し
ました。働くことに最も重要な価値を置き、一人ひとりが公正な労働条件のもと
多様な働き方を通じて社会的にも経済的にも自立し、そして自立することを相互
に支え合う。「安心社会」を実現するためには、雇用・労働政策のみならず、社会

保障、税制、財政、そして産業政策などあらゆる政策を総動員し、雇用機会を創出し、雇用の質を高める
ことが重要です。女性、若者、高齢者、障碍をもつ人々を含め、すべての人々にディーセント・ワークを
保障する取り組みを強化していきます。
次に、人々の政治プロセスへの参加を促進することです。政治への参加とは、選挙や代議制に限ったも
のではなく、暮らしや働き方に関する政策決定に私たち自身が主体的に参加することです。一人ひとりが、
地域や職場で自分の意見を述べ、考えの違う人たちの声に耳を傾け、活発に議論し、共に行動を起こして
いく。そうすることで、誰もが社会にとってかけがいのない存在となり、互いに支え合うという意識が醸
成されます。
三つ目は、すべての働くものの連合運動への参加を促進するよう取り組むことです。重要な社会的イン
フラである集団的労使関係をすべての職場に広げるため、一人でも多くの仲間を連合運動に結集し、
「1000万連合」に向けての取り組みを着実に進めます。同時に、連合は、労働運動の一層の社会化を目指
します。格差、貧困、社会の不条理に敢然と立ち向かう社会運動の核となる覚悟です。そして、労働金庫、
全労済、労福協等と培ってきた共助の輪に、非正規労働者、長期失業者など最も共助を必要としている
人々が参加できるよう、具体的な取り組みを進めなければなりません。
連合は、引き続き被災地の復興・再生に全力を尽くし、「働くことを軸とする安心社会」の実現に邁進
してまいります。本年も、連合へのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

日本労働組合総連合会

会長 古賀　伸明

謹んで新年のお祝いをお慶び申し上げます。
旧年中は、何かとお世話になり有難うございました。とりわけ年末の総選挙に
おきましては、猛烈な逆風でしたが、皆様の熱いご支援により、私の議席を確保
することができました。深く感謝いたします。
しかし全体として、私どもの民主党は大きく後退し、皆様のご期待に応えるこ
とができなかったことを、深くお詫び申し上げます。
民主党政権の３年４カ月間で、子育てと社会保障の施策が大きく前進しました。
この流れを逆行させてはなりません。今後とも、安心して暮らせる社会の実現に
向けた着実な取り組みが必要とされます。
額に汗して働く仲間の声を、政治に反映させるためには、今夏の参議院選挙で

比例代表・選挙区ともに民主党公認候補者の必勝を目指さなくてはなりません。私も皆様とともに全力を
尽くします。
ご家族皆様のご健康とご多幸を心より祈念申し上げますとともに、本年も変わらぬご指導とご支援をよ
ろしくお願い申し上げます。

衆議院議員

木　義明
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新年明けましておめでとうございます。
連合長崎の皆様におかれましては、それぞれの気概や抱負を胸に、新しい年をお
迎えになられたことと、心よりお慶び申し上げます。
昨年暮れの衆議院総選挙では大変お世話になりました。残念ながら民主党政権
の実績があまり評価されず、出来なかった事・期待はずれだった事ばかりがクロ
ーズアップされ厳しい結果となりました。しかしこの結果を我々は真摯に受け止
め、政権運営のあり方、党内意思決定システムの整備、地域に根差した活動等を
充実し、真の国民政党になるべく努力をしなければなりません。
我々が目指した改革の方向性は間違えてないと思います。３年超の政権与党の
経験と反省の上に立ち、「働くことを軸とする安心社会」を構築するために皆様と
一緒に頑張って参る決意です。

本年夏には私自身の改選期を迎えます。今後とも引き続きご指導、ご支援を賜りますようよろしくお願
い申し上げますと共に、連合長崎の組織のご繁栄と組合員の皆様のご活躍を心から祈念申し上げ、年頭の
ごあいさつといたします。

ご家族お揃いで新しい年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
先ず以て新年早々ではございますが、昨年末の総選挙では連合組織挙げてのご
支援にも係わらず、ご期待に添うことが出来なかったことを心よりお詫び申し上
げます。そういう中、高木義明候補が九州比例で復活当選できたのは、せめても
の救いでした。
この状況に落ち至ったことを民主党そして県連として真摯に反省し、７月に執
行される参議院選挙の勝利に結びつけて参ります。
選挙区では炎のチャレンジャー「大久保ゆきしげ」が２期目の挑戦です。直近
では内閣委員会筆頭理事、民主党副幹事長として存在感のある働きをし、長崎県
関連では「整備新幹線を推進する会」の事務局として長崎ルートの決定に大きな

役割を果たしました。
比例区では、それぞれの単産候補の必勝のために共に必勝を期していただくことをお願いし、新年のご
あいさつといたします。

連合長崎の皆様方もお元気で新春を迎えられたことと思います。社民党も日頃

からお世話になっておりますこと、この機会に感謝申し上げます。

さて「おめでとうございます」と書いたものの、昨年末の総選挙はほんとうに

きびしい結果でした。わたくし達社民党県連でもやはり充分な闘いになっていな

かったと反省しつつ、再建へ全力をあげなければと決意をあらたにしています。

いずれにしても、きびしい条件のなかでがんばっておられる労働者、組合員の

皆さん方、そしていろんな意味での社会的弱者に対しての風当たりがきびしい形

で来ること（新自由主義路線で弱肉強食）を頭におきながらこれらの路線をはね

のけるべく、がんばっていこうではありませんか。連合長崎の皆様方の一層のご健闘を祈念しながら、新

年のごあいさつといたします。

参議院議員

大久保潔重

民主党長崎県総支部連合会

代表 川越　孝洋

社民党長崎県連合

代表 吉村　庄二



新年おめでとうございます。ご家族おそろいで希望ある新年をお迎のこととお

慶び申し上げます。

さて、12月の総選挙では、民主党から自民党への政権交代が行われ、安倍総裁

が、二度目の総理大臣に就任。憲法改悪、国防軍への危ない道や公共事業の大幅

拡大で土建国家を目指す、古い自民党に逆戻りしないように、新生・民主党と高

木代議士、大久保参議には頑張ってもらわなければなりません。

また、社会保障改革国民会議では、消費税増税の前に、新しい年金制度の創設

や後期高齢者医療制度の廃止に取り組んでもらうことを強く要望したい。

今年の１月末には、長退連の長崎地協と佐世保地協を結成して、現役の皆さんと一諸に活動することに

なりますので、ご指導とご協力をお願いし、新年のごあいさつとさせていただきます。

―４―

長崎県退職者団体連合

会長 川村　　力

新年明けましておめでとうございます。
県民の皆様には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
県では、３年目を迎える長崎県総合計画を着実に推進し、県民の皆様に具体的
な成果を感じていただけるように、経済・雇用対策や、医療・福祉・子育て支援
などの様々な施策に取り組むことといたしております。
具体的には、雇用や所得向上につながる力強い経済を目指すため、機械・電子
等の製造分野における県内中堅企業の強化により国内外からの受注拡大を図ると
ともに、食品製造業の底上げを図り農水産部門との連携を強化することにより、
商品競争力の向上や県内加工の拡大を促進してまいります。さらに、海洋県の優
位性を活かしたアジア・国際戦略やナガサキ・グリーンニューディール戦略の推

進によって、さらなる内需や新しい産業の創出にも努力してまいります。
加えて、「地域発の地域づくり」を後押しするとともに、将来の人口減少社会を見据えた様々な人材の
育成・活用を推進し、県民の暮らしの充実にも着実に取り組むことで、人や産業、地域が輝く、元気あふ
れる長崎県づくりに向けて漕ぎ出してまいりますので、皆様におかれましても、どうぞ県政への参画をよ
ろしくお願いいたします。
この一年が皆様にとりまして素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げます。

長崎県知事

中村　法道

巳
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ご支援ありがとうございました。
第46回衆議院議員選挙は、民主党政権に対する激しい逆風に加え、選挙期間が極めて短期間

であること等、かつてない厳しさの中での選挙戦となりました。その結果、小選挙区では連合長
崎推薦候補者（１区・高木義明氏、２区・川越孝洋氏、４区・宮島大典氏）は、健闘いたしまし
たが残念ながら惜敗という結果になりました。（高木義明氏は比例代表で当選）
力強いご支援をいただいた皆さんに心からお礼と感謝を申し上げます。

【長崎１区　開票結果】
◇当日有権者数　　３４９，２９７人
◇投 票 者 数　　１９８，４３０人
◇投　票　率　　５６．８１％（前回　６７．０３％）
◇得　票　数　　高木　義明氏（６６：民前） ８２，０８８票

富岡　　勉氏（６４：自元）当　９２，６２４票
牧山　　隆氏（５５：共新） １７，５３４票

【長崎２区　開票結果】
◇当日有権者数　　３３０，３４６人
◇投 票 者 数　　２００，００１人
◇投　票　率　　６０．５４％（前回　７２．８７％）
◇得　票　数　　川越　孝洋氏（６９：民前） ３６，６０２票

奥村慎太郎氏（５８：無新） ５１，００２票
加藤　寛治氏（６６：自新）当　９３，４４８票
矢崎　勝己氏（６２：共新） ９，２４０票
森　　義文氏（６３：無新） ３，６２５票

【長崎４区　開票結果】
◇当日有権者数　　２７５，９３１人
◇投 票 者 数　　１６４，６５２人
◇投　票　率　　５９．６７％（前回　７１．０４％）
◇得　票　数　　宮島　大典氏（４９：民現） ５３，９１８票

石川　　悟氏（６０：共新） ６，５００票
北村　誠吾氏（６５：自前）当　８１，７７１票
末次　精一氏（５０：未新） １７，２６９票

第46回衆議院議員選挙
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― 新年あけましておめでとうございます ―

副 会 長

小島　　保
（自治労）

執行委員

松尾　　悟
（UAゼンセン）

執行委員

五島　喜盛
（諫早・島原地協）

2013年
みなさんとともに
頑張ります！

よろしくお願いします書　記

本郷　栄子
（佐世保地協）

副 会 長

江口　茂広
（基幹労連）

執行委員

時吉　龍也
（自動車総連）

執行委員

鹿垣　　亨
（五島地協）

執行委員

岩永　　財
（全国ガス）

副事務局長

松井　利明
（自治労）

執行委員

藤川　直樹
（海員組合）

執行委員

塩入　高志
（大東・壱岐・対馬地協）

副 会 長

若杉　忠幸
（ＪＰ労組）

副事務局長

鴨川　博明
（基幹労連）

執行委員

上川　剛史
（日教組）

執行委員

冨永　一夫
（都市交）

執行委員

白倉　あけみ
（女性委員会・日教組）

執行委員

宮田　佳実
（女性委員会・JP労組）

執行委員

廣田　勝美
（長崎私交通）

執行委員

山田　充哉
（自治労連）

会計監査

小宮　伸二
（日教組）

執行委員

峰　　義彦
（長崎地協）

副事務局長

入江　良美
（交通労連）

副 会 長

田端　康弘
（電力総連）

副 会 長

石井　健次（代行）
（UAゼンセン）

副事務局長

佐竹　明彦
（自治労）

副事務局長

芳川　孝太郎
（電力総連）

執行委員

田島　広明
（私鉄総連）

書　記

草野　いづみ
（連合長崎）

執行委員

菊永　昌和
（佐世保地協）

書　記

深江　絵美
（連合長崎）

執行委員

松村　恵光
（全自交労連）

執行委員

嶋　　三郎
（国公総連）

執行委員

江副　敏彦
（ＪＲ連合）

執行委員

野原　秀昭
（交通労連）

執行委員

藤澤　恒昌
（全駐労）

執行委員

上田　洋一
（情報労連）

執行委員

益満　政彦
（電機連合）

副 会 長

太田　　清
（運輸労連）

事務局長

宮　　辰弥
（情報労連）

会計監査

倉田　昌明
（都市交）

会計監査

川田　隆往
（電機連合）


